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22 網走市 に お け る下 水処理 汚 泥 の 堆肥 化 に よ る 農業利 用

　　　　　　　　　　　　　 ○土 屋秀平 ・島村洋行 ・竹 中杏奈 ・中丸康夫 ・小松輝行

　　　　　　　　　　　　　　　 東京農業大学生 物産業学部
・作物生 産管理 学研 究 室

〈 目 的 〉 　近 年，下 水 処 理 汚泥 な ど の 産 業 廃 棄 物 を，
堆肥等の 農業資材 として 農地 に 還元 し，活用 しようと

い う試 み が行われ て い る 。 網走 で も網走水 道部浄化セ

ン タ ーに お い て．下水処理 汚泥 を利用 し た 堆肥製造が

行 われ て い る 。 こ うした産業廃棄 物 の 利用 は，廃棄物

中に含 まれ る 元 素の 農地へ の 植物必須元 素の 還元，ま

た ，俯瞰的に み れ ば ，物質の 大 きな循環経路で もある 。

しか し，産業廃棄物 には，重金属 等の 有害 物質 も含ま

れ て い る 可 能性 が あ る。そ こ で，網 走 市浄 化 セ ン ター

と共 同 で ．網走周辺 で ，農業地 に 還元利用 され て い る

下水汚泥，下水汚泥 を添加 し加工 した堆肥 （以 下 ，汚

泥堆 肥 ），また，汚泥 堆肥 の 施用 を行 っ て い る 農地 土

壌 につ い て分析 を行 い ，下水汚 泥が農業 資材 として有

効で あ る か ，評価 を行 っ た。〈 材 料及 び方法〉　網走

市浄化 セ ン タ ーに お い て 発生 した 月 ご と の 下水汚 泥及

び 下水汚泥堆肥 ，汚泥堆肥 を施用 し た 表層土 壌 に つ い

て 分析を行 い ，農 業資材 と して の 評価 を行 っ た 。
〈 結果 と考察 〉 下水汚泥 の 成 分 に つ い て，経時変化 を

調 べ た結果，6，7 月 に か け て P，Ca ，　 Fe，　 Zn ，　 Cd は

と もに 上 昇し た 。 また ，汚泥堆肥 に 関 し て稲富地区 の

堆肥 は．他 の堆肥 よ りも Ca ，　 Cd 含量 が高 か っ た。ま

た 堆肥 の C 〆N 比 は どれ も10 前後 と，堆肥 と し て の N

供給力は 十分 で あ っ た 。 汚泥堆肥 施用 土 壌中 の 元 素含
量 は対照 区で ある 自然林 土壌 と比較 して，大 きな差が

み ら れ た の は 可 給 態 P だ け で あ り．そ の 他 の 元 素 で 大

きな差 は なか っ た 。 また，土壌採 取地点 に よ り成 分含
量は異な っ た こ と か ら，堆肥 中 に存在す る 元素濃度が

高 くて も土壌 中 で は 母材 や 環境 条件 に よ っ て 数値 は 変

動す る と考 えられ る 。

23 黒ボ ク土 下 層土 は見か けの 塩 吸収 に よ っ て 硝酸 イオ ン を吸着す る
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【背 景 ・目的】黒 ボ ク 土 は、陽イ オ ン も陰 イオ ン も吸

着する 変異荷電土壌 で ある 。 変異荷電土 壌 で は 見か け
の 塩吸収 と い う現象が起 こ る が、黒 ボ ク 土 の NO3 の 見
か け の 塩吸収に関す る研 究例 は少な く、こ の 現象 に対

する 理解 はまだ不十分 と言え る。本研究で は、NO3 等
温 吸着 線 を作成 し、それ に 伴 う他 の イオ ン 収支 を測定

する こ と に よ り 、 NO3 吸着に対す る見か け の 塩吸収の

寄与を評価 し た。
【試 験 方法】土壌 は、道内 の 八 雲、羊 ヶ 丘 、静 内、芽

室 の 4 地 点 と、つ くば、岩手の 2 地点の黒 ボ ク 土 下層
土 を用 い た 。 NO3 等温 吸着 線作成 に は、　 Ca （NO3 ）2 溶液

を用 い た バ ッ チ法 の 1 回平衡法を用 い た 。

【結果 と考 察】本研 究 の NO3 濃度範 囲 （0 〜 12　mmol

L
．1

｝で は、NO3 等温 吸着線 は 6 地 点 と も に 、 線形吸着

を示 した。 こ の結果か ら、分配係数 （NO3 濃度 と NO3
吸着量 の 比 ）KD （L　kg．i

｝は、一
定 で ある と 見 なせ た。

K
．

の 値 は、入 雲 O．29・O．38、羊 ヶ 丘 0．39、静内 O．52、

筑 iE　O．58、芽室 O．76、岩 手 1．01 で あ っ た。　 SO4 脱着量

は、ど の 地 点も NO3 吸着量の 変化 に 関係 な く、一
定か

つ わずか で あ り、NO3 吸着が SO4 と の イ オ ン 交換で は

なか っ た 。 Ca 吸 着量 は、添 加 溶液濃 度 の 上 昇 ととも

に増加 した 。 Ca 吸着の
一

部は 、 Mg と の イオ ン 交換だ っ

たが、Ca 吸着もイ オ ン 交換 だ けで は 説明出来な か っ た 。

そ こ で NO3 吸着量 と 、　 Ca 吸着量 か ら交換性陽 イオ ン

と の イ オ ン 交換分 を 差 し 引 い た 正 味 の 陽 イ オ ン 吸着量

の 関係 を示 す と、6 地 点 と も、1 ： 1 の 関係 を示 し た 。
こ の 結果か ら、黒ボ ク 土 の NO3 吸着 の 全て が、　 Ca 吸

着 を伴 っ た見 か け の 塩吸 収 で 起 きて い る事が 明 ら か と

な っ た 。 こ の 結果か ら、 また NO3 吸着が共存す る陽 イ

オ ン の 影 響を受け る事 も考 え ら れ る 。 そ こ で 、KNO3
溶 液 を用 い て NO3 等 温 吸着 線 を作成 した結 果、つ く
ば で は NO3 の KD が 、ほ ぼ 2 倍に増加 し た 。 こ れ は 、

NO3 吸着量が 共存す る陽イオ ン に よ り大 きく変 化する

こ とが 示 さ れ た 。

24 後作緑肥 の 導入 に よる 露 地 野菜 畑 の 硝酸 汚 染軽 減 効 果
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【目的】地下水 の 硝酸汚染防止に 資す る た め ，露地野

菜畑 に お ける窒素 の 蓄積実態 を把握 する と共 に ，同畑
へ の 後作 緑肥導入 に よ る硝酸汚染軽減効果 を明 ら か に

する 。

【方法】 1 ）実態調査 ： 道央の 露地 野菜畑 11 筆 で ，収

穫 跡地土壌 に 残存する硝酸性窒 素 （NO ，
−N ）量 と作物

残渣 に よ る 窒素還元量 を調査。 2 ）圃場試験 ：2006 〜

08 年に か けて 石狩管内 の 現地野菜 畑 （普通 黒 ボ ク 土）
で ，収穫 跡 地 へ の 後作 緑 肥 （エ ン 麦野生 種 ）導入 の

有無 と次作物 （07 年 ： バ レ イ シ ョ ，08 年 ： キ ャ ベ ッ ）
で の 減肥 の有無を組み合わ せ た 4 処理 を設定 。 土 壌溶
液中 （深 さ 80cm ）の NO3 −N 濃 度 の 推移 や 作物 の 収量

等を調査 。
【結果】●実態調査 ： 1 ）野 菜 （キ ャ ベ ツ，ブ ロ ッ コ リ

ー）
収穫跡地 土 壌 に残 存す る NO3 −N 量 （O 〜 100　cm 土層）
の 平均値 は 21kg 〆10a （範囲 5 〜 38）で， こ れ に 野菜
残渣 に よ る 圃場還 元窒素量 を加え る と，跡 地 に存在す
る 窒素は 33kg！lOa （14〜 57） と多量 で あ っ た 。 また，

土壌残存 NO
，

−N は表層 だけ で な く 0 〜 100　cm 土 層全

体 に ほ ぼ 均一に 分布 し，長年 の 野 菜主体 の 作付 体 系
に よ る 土 壌 へ の 窒素蓄積が 推 察 され た 。 ● 圃場試験 ：

2 ）06 年お よ び 07 年 の エ ン 麦 野生種 の 乾物 収量 は各 々

413 ，613kg ／10a．窒素吸収量 は 12．2，17．l　kg／lOa で ，
い ずれ も 「北海道緑肥作物等栽培利用指針」に 示 され
た標準的レ ベ ル にあ っ た 。 3）土壌溶液 中 の NO3 −N 濃

度 に 対 す る 次作物 で の 減肥 の 影響 は 判然 と し な か っ た

が，緑肥 の 導入効果は顕著に 認 め られ，緑肥未導入区
が ll〜　33　mg ／L で あ っ た の に対 し，導入 区は 8 〜 18
mg ！L と低 く推移 した。 4 ）緑 肥未 導入 区 に対する導
入区 の バ レ イ シ ョ とキ ャ ベ ッ の 収量 比 は各 々 105

，
103

〜 108 で ，緑肥導入 に よ る翌年 の 作物増 収効果が 認め

られた 。

【結論】露地 野 菜畑 へ の 後作緑肥 の 導入 は，翌 年 の 作

物生産性を向上 させ る と と もに，土壌 溶液中 の NO3 −N
濃度 を 低 下させ る効 果 を もつ こ とが 明 らか とな っ た。
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